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2 ）学会発表

1．岸本直隆，百田義弘，橋本典也，安東佳代子，大政健史＊2，小谷順一郎．脱分化脂肪細胞を用いた
顎骨再生におけるトランスレーショナル研究．第 29 回歯科医学を中心とした総合的な研究を推進
する集い 2013. 1. 12 東京．

2．今井弘一．ナノテクノロジーの医用応用についての近未来を考える．第 7回ナノ・バイオメディカ
ル学会大会・総会 2013. 1. 24 京都市．（科研費 基盤研究（C）22592202，成育医療研究開発費
（22 指－6））

3．岡村友玄，西川哲成，和唐雅博，富永和也，国分麻佑，嘉藤弘仁，小野高尚，今井弘一，松本尚
之，武田昭二，田中昭男．サンゴ粒子を用いた毛細血管 3次元培養の試み．第 7回ナノ・バイオメ
ディカル学会大会・総会 2013. 1. 24 京都市．

4．岡田正弘，古薗 勉＊3．ナノサイズのアパタイトセラミックスの創出とコーティングによるハイブ
リッド化．第 7回ナノ・バイオメディカル学会大会・総会 2013. 1. 24 京都市．

5．三宅晃子，小正 聡，岡田正弘，橋本典也，西崎 宏，武田昭二，岡崎定司．義歯表面を模倣した
ポリメチルメタクリレート QCM センサ．第 5 回日本義歯ケア学会学術大会 2013. 1. 27 大阪
市．
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6．今井弘一．再生医療における胚性幹細胞の有用性，応用と将来展望．第 319 回北海道歯学会例会／
大学院歯学研究セミナー 2013. 1. 31 札幌市．（科研費 基盤研究（C）22592202，成育医療研究
開発費（22 指－6））

7．中野蓉子，小正 聡，田口洋一郎，西田尚敬，邢 鶴琳，楠本哲次，西崎 宏，武田昭二，岡崎定
司．ラットの血管内皮細胞に影響を与える純チタン金属表面に析出させた TNS 構造について．平
成 24 年度日本補綴歯科学会関西支部学術大会 2013. 3. 3 大津市．

8．Sakamoto F, Kishimoto N, Hashimoto Y, Matsumoto N. Utility of dedifferentiated-fat-cells and collagen/

α TCP sponge in bone tissue engineering. 91st General Session & Exhibition of the IADR 2013. 3. 21
Seattle, Washington, USA．（科研費 若手研究（B）24792263）

9．Kusumoto T, Taguchi Y, Komasa S, Nishida H, Fujino T, Takeda S, Tanaka M, Kawazoe T. Development

of titanium nanostructure surface reforming on cell initial adhesion. 91st General Session & Exhibition of

the IADR 2013. 3. 23 Seattle, Washington, USA.

10．Komasa S, Taguchi Y, Nishida H, Nakano Y, Kusumoto T, Takeda S, Tanaka M, Okazaki J. Bioactivity

of nanostructure on titanium surface modified by chemical processing at room temperature. 91st General

Session & Exhibition of the IADR 2013. 3. 23 Seattle, Washington, USA.

11．Kishimoto N, Momota Y, Hashimoto Y, Ando K, Omasa T＊2, Kotani J. Comparison of osteoblastic differ-

entiation abilities in dedifferentiated-fat-cells with adipose-stem-cells. 91st General Session & Exhibition of

the IADR 2013. 3. 23 Seattle, Washington, USA．（科研費 若手研究（B）24792263, 237923979）

12．今井弘一，武田昭二．テラピア由来コラーゲンのマウス ES 細胞の 3次元スキャフォードとしての
可能性．第 61 回日本歯科理工学会学術講演会 2013. 4. 13 東京．

13．本津茂樹＊3，吉川一志，以西 新＊3，山本 衛＊3，加藤暢宏＊3，西川博昭＊3，楠 正暢＊3，橋本典
也，山本一世．極薄アパタイトシートを用いたエナメル質修復法の検討（第 2報）．第 61 回日本歯
科理工学会学術講演会 2013. 4. 13 東京．

14．藤野智子，田口洋一郎，小正 聡，西田尚敬，楠本哲次，武田昭二，岡崎定司，田中昌博．浸漬時
間の変化がナノ構造を析出した純チタン金属表面上の生体適合性に与える影響．日本補綴歯科学設
立 80 周年記念第 122 回学術大会 2013. 5. 18 福岡市．

15．中野蓉子，小正 聡，田口洋一郎，西田尚敬，邢 鶴琳，西崎 宏，武田昭二，岡崎定司．ナノ構
造制御したチタン表面がラットの血管内皮細胞に与える影響について．日本補綴歯科学設立 80 周
年記念第 122 回学術大会 2013. 5. 18 福岡市．

16．Nakatsuka M, Kumabe S, Hosoya A, Hashimoto Y, Inui-Yamamoto C, An C, Ueda K, Morishita A, Iwai

Y. The study of adhesion of mouse mesenchymal cells on titanium plates with various surface modifica-

tions. 2nd Joint Meeting of the International Bone and Mineral Society and The Japanese Society for Bone

and Mineral Research 2013. 5. 29 Kobe, Japan.

17．今井弘一，武田昭二，亘理文夫＊6，高島宏昌＊7．ES 細胞の 3 次元培養法を用いたナノカーボンチ
ューブの発生毒性．第 40 回日本毒性学会学術年会 2013. 6. 18 千葉市．
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18．岡田正弘．バイオマテリアルとしての微粒子材料．第 13 回次世代医工学研究会 2013. 6. 21 箕
面市．

19．今井弘一．胚性幹細胞の長期間の分化培養に耐えられる scaffold の開発について．バイオインテグ
レーション学会第 3回学術大会・総会 2013. 6. 23 札幌市．

20．今井弘一，武田昭二．市販接着性レジン材料の細胞生存率と細胞回復度について．バイオインテグ
レーション学会第 3回学術大会・総会 2013. 6. 23 札幌市．

21．本津茂樹＊3，西川博昭＊3，楠 正暢＊3，橋本典也．レーザーアブレーション法を用いたフッ素化ア
パタイト薄膜の作製と in vitro 評価．バイオインテグレーション学会第 3回学術大会・総会 2013.
6. 23 札幌市．

22．Liao W, Okada M, Inami K, Hashimoto Y, Matsumoto N. In vitro human Periodontal-Ligament-Like-

Tissue fomation with porous Poly-L-Lacide scaffold. 89th Congress of the European Orthodontic Society

2013. 6. 26 Reykjavik, Iceland.

23．大森裕子，岡田正弘，武田昭二，松本尚之．均一固相反応系を利用した焼成ナノアパタイトの新規
合成法の開発．日本バイオマテリアル学会第 8回関西若手研究発表会 2013. 8. 13 吹田市．

24．三宅真規子，中安翔子，和唐薫子，岡田正弘．カタツムリの自浄作用を付与した義歯の開発．日本
バイオマテリアル学会第 8回関西若手研究発表会 2013. 8. 13 吹田市．

25．岡田正弘，上平真代，藤原敬子，松本尚之，武田昭二．リン酸カルシウムナノ多孔質体の構造およ
び組成制御．日本バイオマテリアル学会第 8回関西若手研究発表会 2013. 8. 13 吹田市．

26．Tanaka J＊14, Irie M＊14, Hashimoto Y, Takeda S, Matsumoto T＊14. Preparation of novel photo-curable poly-

lactic acid based biodegradable resin. 2nd Meeting of the International Association for Dental Research-

Asia Pacific Region 2013（IADR-APR 2013） 2013. 8. 22 Bangkok, Thailand.

27．今井弘一．未来の動物実験代替法を目指して．ナノ・バイオメディカル学会シンポジウム 2013.
8. 24 大阪市．

28．岡田正弘．ナノサイズのバイオセラミックスの開発とコーティングによるハイブリッド化．ナノ・
バイオメディカル学会シンポジウム 2013. 8. 24 大阪市．

29．今井弘一，武田昭二．テラピア由来のコラーゲンによる胚性幹細胞の scaffold の開発．第 11 回日
本再生歯科医学会学術大会・総会 2013. 8. 31 東京．

30．沖田直也，本田義知，岸本直隆，橋本典也，有馬良幸，西浦亜紀，松本尚之．ストロンチウムは脱
分化脂肪細胞の軟骨文化を促進する．第 11 回日本再生歯科医学会学術大会・総会 2013. 8. 31
東京．

31．今井弘一，武田昭二．ES 細胞を用いた歯科用接着性モノマーの発生毒性スクリーニング試験．第
11 回日本再生歯科医学会学術大会・総会 2013. 8. 31 東京．

32．岸本直隆，百田義弘，橋本典也，安東佳代子，大政健史＊2，小谷順一郎．ヒト頬脂肪体由来脱分化
脂肪細胞と脂肪幹細胞の細胞表面抗原解析．第 11 回日本再生歯科医学会学術大会・総会 2013. 8.
31 東京．
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33．粟田麻裕子，岡田正弘，松本尚之，武田昭二．微粒子添加ゾルーゲル法による光触媒性矯正歯科用
ブラケットの開発．日本歯科理工学会近畿・中四国地方会 2013. 9. 6 岡山市．

34．秋山真理．骨組織再生時に 3次元構造を形成するタンパク質の解明．第 38 回日本医用マススペク
トル学会年会 2013. 9. 27 神戸市．（科研費 基盤研究（C）23592908）

35．藤原敬子，岡田正弘，武田昭二，松本尚之．構造および組成を制御したリン酸カルシウムナノ多孔
質体の作製と in vitro 評価．第 72 回日本矯正歯科学会大会 2013. 10. 7 松本市．

36．Li P, Arima Y, Tokuda T, Liao W, Nishiura A, Hashimoto Y, Uemura N, Baba S, Matsumoto N. Alpha-

tricalcium phosphate/atelocollagen sponge composite versus autogenous bone for repair of calvarial defects

in rat models．第 72 回日本矯正歯科学会 2013. 10. 7 松本市．

37．上平真代，岡田正弘，武田昭二，松本尚之．ナノ多孔質構造をもつハイドロオキシアパタイト顆粒
の作製と評価．第 72 回日本矯正歯科学会大会 2013. 10. 7 松本市．

38．大森裕子，岡村友玄，西浦亜紀，松本尚之．バイオセラミックスをコーティングした吸収性細胞遮
断膜の開発．第 72 回日本矯正歯科学会大会 2013. 10. 7 松本市．

39．Liao W, Okada M, Hashimoto Y, Inami K, Matsumoto N. Simulation of orthodontic force on in vitro hu-

man periodontal ligament-like tissue．第 72 回日本矯正歯科学会大会 2013. 10. 8 松本市．

40．沖田直也，本田義知，岸本直隆，橋本典也，有馬良幸，西浦亜紀，松本尚之．ストロンチウムを用
いた脱分化脂肪細胞の高効率な軟骨分化誘導法の開発．第 72 回日本矯正歯科学会大会 2013. 10.
9 松本市．

41．今井弘一，武田昭二，伊澤俊次＊15，山路公造＊15，西谷佳浩＊15，吉山昌宏＊15．歯科用象牙質接着材
の細胞毒性と細胞回復度．第 139 回日本歯科保存学会 2013 年度秋季学術大会 2013. 10. 17 秋田
市．

42．坂本章人，橋本典也，岸本直隆，本田義知，松本尚之．in vitro 骨組織工学におけるヒト由来脱分
化脂肪細胞の有用性．第 540 回大阪歯科学会例会 2013. 10. 19 枚方市．

43．岡田正弘，上平真代，藤原敬子，松本尚之，武田昭二．ナノ多孔質構造をもつリン酸カルシウムの
組成制御．第 62 回日本歯科理工学会学術講演会 2013. 10. 19 新潟市．（科研費 若手研究（B）
23792301）

44．田仲持郎＊14，入江正郎＊14，橋本典也，武田昭二，松本卓也＊14．ビニルエステル／ポリマー系軟性
樹脂組成物（第 14 報）－粉液混和型生分解性樹脂組成物の創製．第 62 回日本歯科理工学会学術講
演会 2013. 10. 19 新潟市．

45．本田義知，橋本典也，今井弘一，武田昭二．BMP-2 含有新規骨分化培地がマウスおよびヒト間葉
系幹細胞の骨芽細胞分化に及ぼす影響．第 62 回日本歯科理工学会学術講演会 2013. 10. 19 新潟
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